
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
当
時
、
市
内
で

は
道
路
や
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
極
度
の
燃
料
・
食
料
不
足
に
陥
り
、
職
員
・
組
合

員
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
避
難
所
支
援
に
全
力
を
尽
く
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
福
島
・
岩
手
・
宮
城
各
県

に
お
け
る
避
難
所
運
営
を
支
援
す
る
自
治
労
支
援
活
動
が
行
わ
れ
、
福
島
市
に
お
い
て
も
新
潟
県
本
部
、

群
馬
県
本
部
、
埼
玉
県
本
部
、
千
葉
県
本
部
、
東
京
都
本
部
、
神
奈
川
県
本
部
、
山
梨
県
本
部
な
ど
か
ら

延
べ
一
八
二
名
も
の
自
治
労
の
仲
間
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
改
め
て
全
国
の
仲
間
に
感
謝
す
る
。 

 

四
月
十
日
の
「
蓬
莱
学
習
セ
ン
タ

ー
」
な
ど
九
拠
点
へ
の
支
援
か
ら
始

ま
っ
た
自
治
労
支
援
は
、
七
月
十
日

の
「
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
」
の
避
難
所

が
閉
鎖
す
る
ま
で
の
約
三
か
月
間

継
続
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
職
員
・
組
合
員
の
避
難
所

業
務
の
負
担
は
、
大
き
く
軽
減
さ
れ

職
務
に
専
念
し
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
。 

震
災
か
ら
十
年
が
経
ち
、
復
興
・

創
生
へ
の
歩
み
は
進
ん
で
い
る
も

の
の
、
未
だ
除
染
関
連
業
務
は
続
い

て
い
る
。
ま
た
、
気
候
変
動
等
に
伴

う
災
害
の
頻
発
化
や
コ
ロ
ナ
感
染

症
な
ど
我
々
を
取
り
巻
く
情
勢
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
市
職
労
は

引
き
続
き
、
県
本
部
と
連
携
し
な
が

ら
全
国
の
仲
間
に
力
強
く
取
り
組

む
姿
と
感
謝
の
気
持
ち
を
発
信
し

続
け
る
。
と
も
に
頑
張
ろ
う
。 

２ ０ ２ １ 
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